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令和６年度の調達方針について 

 

財務部調達課 

１ 基本方針 

入札・契約の原則である「公正性・競争性・適正履行」を推進するとともに、国

等の動向や地域における社会情勢を見極めながら、引き続き市内企業等の育成にも

配慮した発注に取り組む中で、適切な契約制度の運用を図る。 

 

２ 令和６年度の方針 

（１）建設工事 

   発注に際しては、建設業法（令和 2年 10 月施行）により、「著しく短い工期」

による請負契約の締結が禁止されたことから、適正な工期を設定するとともに、

引き続き、公共工事の品質確保の促進に関する法律（令和元年 6月施行）に基づ

く適切な入札・契約方法の選択、発注・施工時期等の平準化について、計画的な

執行を進める。 

① 一般競争入札等 

  現行どおり予定価格 1,000 万円以上については、原則として制限付一般競争

入札によるものとする。なお、参加資格については、下表のとおりとする。 

 

● 建設工事入札参加区分等                      （単位：万円) 

 130 以下 
130 超～ 

250 以下 
250 超～1,000 未満 1,000 以上 

契約方法 
随意契約 

（見積合せ） 
指名競争入札 制限付一般競争入札 

指名の 

優先順位 

全登録業者を対象として、確実な履行と経済性を

十分考慮したうえで、次の優先順位により業者を

選定してください。 

① 旧市町村内 

② 同一地域内 

③ 旧市町村内の該当ランクの１つ上の等級 

④ 同一地域内の該当ランクの１つ上の等級 

⑤ 隣接地域 

⑥ 市内全域 

⑦ 準市内・市外 

① 市内全域 

② 準市内 

③ 市外 

指名 

定数等 
2 者～ 3 者～ 6 者～ 10 者～ 

 ※ 地域 ア：中央区・浜名区（都田地区・新都田地区）、イ：浜名区（旧浜北区）、ウ：天竜区、

エ：浜名区（細江地区・引佐地区・三ヶ日地区）の 4地域とし、建設工事関連業務委

託、物品購入等及び業務委託・賃貸借においても適用する。 

 ※ 5 千万円以上の案件（総合評価落札方式を除く）については、最低制限価格を設定せず、調

査基準価格による低入札価格調査で取り扱うものとする。 

 ※ 30 万円以下の建物、設備等の修繕については、1者見積を可能とする。 
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② 総合評価落札方式 

ア 1 億円以上の取扱い 

原則として設計金額 1億円以上、かつ、工事成績採点表の考査項目「工事

特性」の評価対象項目に 1つ以上該当する工事は、総合評価落札方式の簡易

型以上を採用する。ただし、以下の事情がある場合は、特別簡易型等を採用

できる。 

なお、簡易型の採用・非採用については、必要に応じて事前に技術監理課

と協議を行うこと。 

    (ｱ) プラント系機械設備の更新工事など、施工実績等の評価により、確実な

施工を行う能力を有しているか確認できる工事。 

    (ｲ) その他、特別の事情があると認められた工事。 

   イ 3,000 万円以上 1億円未満の取扱い 

原則として設計金額 3,000 万円以上 1億円未満の工事は、総合評価落札方

式特別簡易Ⅰ型による競争入札とする。 

   ウ 3,000 万円未満の取扱い 

     3,000 万円未満の工事は、工事内容等に応じて積極的に総合評価落札方式

を採用する。 

    (ｱ) 総合評価落札方式を採用する場合は、災害対応を含む地域の社会資本の

維持管理や整備の観点から地域性を重視した発注を行うため、原則特別簡

易Ⅱ型とする。 

    (ｲ) 土木一式及び水道管工事については、原則 2,000 万円以上 3,000 万円未

満に採用し、1,000 万円以上 2,000 万円未満は、工事内容等に応じて採用

する。 

    (ｳ) その他の業種は、工事内容等に応じて採用する。 

 

  ＊3,000 万円未満の取扱い 

業種 
1,000 万円以上 

2,000 万円未満 

2,000 万円以上 

3,000 万円未満 
3,000 万円以上 

土木一式 一般競争入札（※） 
総合評価落札方式 

（特別簡易Ⅱ型） 

総合評価落札方式 

（特別簡易Ⅱ型を除く） 

水道管 一般競争入札（※） 
総合評価落札方式 

（特別簡易Ⅱ型） 

総合評価落札方式 

（特別簡易Ⅱ型を除く） 

その他 一般競争入札（※） 一般競争入札（※） 
総合評価落札方式 

（特別簡易Ⅱ型を除く） 

（※）工事内容等に応じて原則特別簡易Ⅱ型を採用 
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  エ 評価項目の配点等 

評価項目 
評価配点 

標準型 簡易型 特別簡易Ⅰ型 特別簡易Ⅱ型 

高度な技術提案 
配点×課題数 

（最大 30.0 点） 
― ― ― 

簡易な施工計画 ― 
配点×課題数 

（最大 12.0 点） 
― ― 

企 

業 

の 

技 

術 

力 

施工実績 同種：1.0 点/類似：0.5 点（特別簡易Ⅱ型 同種:0.5 点/類似：0.3 点） 

工事成績 
4.0 点/3.0 点/2.0 点/1.0 点/0 点 

（特別簡易Ⅱ型 2.0 点/1.5 点/1.0 点/0.5 点/0 点） 

工事成績（評価点

減点） 
65 点未満の評定点がある場合…▲2.0 点（特別簡易Ⅱ型 ▲1.0） 

優良工事表彰 
過去 2年度の表彰実績：１.0 点/過去 1年度の表彰実績：0.5

点 
― 

イメージアップ表

彰 

過去 2年度中の表彰実績：0.5 点/前年度参加実績：0.2 点 

（下水道工事に適用） 
― 

当該年度の受注工

事件数 
― ― ― 

契約なし：1.0 点 

契約 1件：0.5 点 

契約 2件以上：0 点 

品 

質 

管 

理 

品質管理・環境マ

ネジメントシステ

ム・エコアクショ

ン 21 

― 

ISO9001 及び ISO14001 又はエコアクション 21 を取得：0.5

点 

いずれかを取得：0.3 点 

配 

置 

予 

定 

技 

術 

者 

の 

能 

力 

主任技術者の資格 ― 監理技術者以上：0.5 点 ― 

主任（監理）技術

者の施工経験 

（主任（監理)技術

者、現場代理人と

しての経験） 

同種：2.0 点/類似：1.0 点 ― 

優秀技術者の配置 過去 2年度中の表彰実績：1.0 点 ― 

主任（監理）技術

者の継続教育の取

組み状況 

― 

過去 2年度中、任意の 1 年間において、

推奨単位取得：0.5 点 

（土木一式、建築一式、舗装工事に適

用） 

― 

主任（監理）技術

者の工事に対する

理解度・取組み姿

勢 

1.0 点/0.5 点× 

課題数 

（最大 3.0 点） 

― ― ― 
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評価項目 
評価配点 

標準型 簡易型 特別簡易Ⅰ型 特別簡易Ⅱ型 

企 

業 

の 

信 

頼 

性 

・ 

社 

会 

性 

地域内の本店・営

業所の所在地 

地域要件を付す場合は、特別簡易Ⅰ型

を適用 

地域要件を付す場合 

3.0 点又は 2.0 点/0 点 

（特別簡易Ⅱ型 2.0点又は1.0点/0点） 

入札参加停止の状

況 
入札参加停止：▲1.0 点/文書・口頭注意：▲0.5 点 

市内業者施工率 
100％：4.0 点/80％以上：2.0 点 

（特別簡易Ⅱ型 100％：2.0 点/80％以上：1.0 点）※ 工事内容に応じて設定 

担い手の育成 ― ― 

・若手かつ女性の技術者を主任（監理）

技術者として配置する場合：1.0 点 

・若手技術者を主任（監理）技術者とし

て配置する場合：0.5 点 

・女性技術者を主任（監理）技術者とし

て配置する場合：0.5 点 

※ 上記はいずれも「主任（監理）技術

者の施工経験」と重複して加点しな

い。 

災害対応 ― ― 

・災害協定締結：0.5 点 

・下記のいずれかに該当：0.5 点 

 ア 災害基本法に基づく指定地方公

共機関の有無（ただし、市内に本店

がある事業者のみ） 

 イ 自社で応急危険度判定士を 1 名

以上雇用（建築一式工事に適用） 

※ ア、イは重複して加点せず、業種

に応じて加除する。 

水道夜間・休日緊

急修繕待機当番協

力 

― ― 

地域内当番：0.8 点 

地域外当番：0.5 点 

（水道管工事に適用） 

①障がい者雇用 ― ― 法定雇用率以上 

②浜松市高齢者活

躍宣言事業所の

認定 

― ― 認定事業所 

③浜松市消防団協

力事業所の認定 
― ― 表示証を交付された事業所 

④浜松市ワーク・

ライフ・バラン

ス等推進事業所

の認証 

― ― 認証事業所 

⑤健康経営優良法

人の認定 
― ― 認定法人 
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評価項目 
評価配点 

標準型 簡易型 特別簡易Ⅰ型 特別簡易Ⅱ型 

企 

業 

の 

信 

頼 

性 

・ 

社 

会 

性 

⑥浜松市外国人材

活躍宣言事業所

の認定 

― ― 認定事業所 

⑦浜松市 CSR 活

動表彰 
― ― 

・Star Prize 制度マイスター認定事

業所 

・過去 2年度中の優秀賞、特別賞、市

民協働奨励賞の受賞事業所 

低入札調査対象工

事の受注（特別簡

易型に限る） 

― ― 対象工事件数×▲0.5 点（最大▲2.0 点） 

最大配点合計 49.0 点 29.5 点 19.4 点 10.9 点 

※「企業の信頼性・社会性」における評価項目①～⑦（太枠内の 7 項目）の取扱いは、評価項目

の取得数により以下の配点とし、0.9 点を最大加点とする。 

 ・1項目取得…0.3 点 

 ・2～3項目取得…0.6 点 

 ・4項目以上取得…0.9 点 

※ 最大配点合計は、建築一式工事を例とする。 
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（２）建設工事関連業務委託 

   公共工事の品質確保の促進に関する法律（令和元年６月施行）に基づき、発注

に際しては、適切な入札・契約方式を選択するとともに、十分な履行期間の設定、

発注・履行時期等の平準化に努め、計画的な執行を進める。 

① 一般競争入札 

    現行どおり予定価格 1,000 万円以上については、原則として制限付一般競争

入札によるものとする。なお、参加資格については、競争性を確保する中で、

優先順位を「市内業者」、「準市内業者」、「市外業者」とする。 

② 指名競争入札等 

    指名競争入札及び随意契約（見積合せ）における指名定数は、下表のとおり

とする。なお、選定にあたっては市内（地域内）業者（※）を最優先するもの

とするが、定数に満たない場合には、市内（全域）、準市内、市外業者の順で

選定するものとする。 

   （※）市内（地域内）業者における地域とは、２（１）①「● 建設工事入札

参加区分等」欄外注記のとおり。 

 

● 指名定数等                             （単位：万円） 

 100以下 
100超～ 

300 未満 

300 以上～ 

1,000 未満 
1,000 以上 

契約方法 随意契約 指名競争入札 制限付一般競争入札 

指名定数等 3 者～ 4 者～ 6 者～ 10 者～ 

 

  ③ 総合評価落札方式等 

    調査・設計業務の内容が価格競争に適さない専門的な知見や創造性が要求さ

れる業務、事業者の提示する技術等によって事業の成果に相当程度の差異が生

ずることが期待できる業務にあっては、プロポーザル方式や総合評価落札方式

の採用を検討することができる。 

   ア 入札方式検討基準 

プロポーザル方式 

調査・設計業務の内容が専門的な知見や創造性が要求される

業務であって、提出された技術提案に基づいて仕様を作成する

方が優れた成果を期待できる業務である。 

※ 業務の予定価格を算出するに当たって標準的な歩掛りがな

く、その過半に見積を活用する業務等 

総合評価落札方式 

（標準型・簡易型） 

原則 2,000 万円以上の案件で、事

前に仕様を確定可能ではあるが、事

業者の提示する技術等によって、価

格の差異に比して、事業の成果に相

当程度の差異が生ずることを期待

できる業務である。 

【標準型の内容】 

・資格、実績等 

・実施方針・体制 

・評価テーマ 

【簡易型の内容】 

・資格、実績等 

・実施方針 

※ 建設工事関連業務委託の総合評価落札方式は当面、試行として位置付ける。 
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   イ 評価項目の配点等 

評価項目 
評価配点 

標準型 簡易型 

企 

業 

評 

価 

経験及び能力 

業務実績 
同種：1.0 点/1 件 類似：0.5 点/1 件 

（5件を上限とし、最大 5.0 点） 

技術者の雇用状況 
構造設計一級建築士及び設備設計一級建築士：1.0 点 

構造設計一級建築士又は設備設計一級建築士：0.5 点 

地域貢献度 

浜松市内における業

務実績 
業務区内：2.0 点/業務区外：1.0 点 

応急危険度判定士の

雇用状況 
市内在住者：0.5 点/1 人（最大 1.0 点） 

入札参加停止の状況 入札参加停止：▲3.0 点/文書・口頭注意：▲1.0 点 

技 

術 

者 

評 

価 

配置予定技術

者の能力 

管理技術者の資格 技術士：2.0 点/ＲＣＣＭ：1.0 点 

管理技術者の経験年

数 
20 年以上：2.0 点/10 年以上 20 年未満：1.0 点 

管理技術者の業務実

績 

同種：1.0 点/1 件 類似：0.5 点/1 件 

（3件を上限とし、最大 3.0 点） 

管理技術者の技術力

の研鑽に関する取組

み 

過去 2年度中、任意の 1年間 

推奨単位以上取得：2.0 点 

推奨単位の半分以上取得：1.0 点 

若手技術者の管理技

術者への配置 
1.0 点 

照査技術者の経験年

数 
20 年以上：2.0 点/10 年以上 20 年未満：1.0 点 

実 

施 

方 

針 

実施方針・体

制の妥当性 

業務理解度 

業務の理解度、実施手順及び実施体制の妥当性が高い場合

に優位に評価（最大 10.0 点） 

実施フロー 

工程計画 

実施体制 

その他 

評価テーマに

関する技術

提案 

技術提案 

提案内容の実現可能性、的

確性が高い場合に優位に評

価（最大 10.0 点） 

― 

最大配点合計 41.0 点 31.0 点 

総合評価点 ＝ 価格評価点 ＋ 価格以外の評価点 

比率は、業務や評価項目の内容により、価格評価点：価格以外の評価点を簡易型では１：１、標

準型では１：２とする。 

価格評価点 ＝ 価格評価の配点 × ｛１－（入札価格－評価基準価格）の絶対値｝ 

                           予定価格 

価格以外の評価点は、上記表の配点を合計したものとする。 

※ 評価項目及び配点は、業務内容に応じて適宜設定する。 

※ 標準型の場合は、評価テーマを設定する。 
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（３）建設工事等の入札・契約事務分担 

 本庁等・中央区 

（調達課発注） 

浜名区・天竜区 

（区振興課・北行政センター発注） 

建設工事 

・本庁（右欄の課等を除く） 

・中央区役所 

・消防局、上下水道部（右欄の課を除

く）、教育委員会等 

 

 上記の工事 

 右欄の 1,000 万円以上の工事 

 総合評価落札方式によるもの（全て） 

 

・浜名、天竜区役所 

・浜名、天竜福祉事業所 

・浜名、天竜健康づくりセンター 

・林業振興課（天竜森林事務所分） 

・浜名、天竜土木整備事務所 

・北部、天竜上下水道課 

 

 上記の 1,000 万円未満の工事 

建設工事

関連業務

委託 

・本庁（右欄の課等を除く） 

・中央区役所 

・消防局、上下水道部（右欄の課を除

く）、教育委員会等 

 

 上記の業務 

 右欄の 1,000 万円以上の業務 

 

・浜名、天竜区役所 

・浜名、天竜福祉事業所 

・浜名、天竜健康づくりセンター 

・林業振興課（天竜森林事務所分） 

・北部、天竜上下水道課 

 

 上記の 1,000 万円未満の業務 

小額工事 

・本庁（右欄の課等を除く） 

・中央区役所 

・消防局、上下水道部（右欄の課を除

く）、教育委員会等 

・浜名、天竜区役所 

・浜名、天竜福祉事業所 

・浜名、天竜健康づくりセンター 

・天竜清掃事業所 

・林業振興課（天竜森林事務所分） 

・北部住宅管理事務所 

・浜名、天竜土木整備事務所 

・北部、天竜上下水道課 

・地区図書館（天竜、春野、佐久間） 

 

（注）浜名区・天竜区（区振興課・北行政センター発注）の詳細は、別表１、別表２のとお

り。 
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別表１ 

 
浜名区（北行政センター発注） 

浜名区（区振興課発注） 

（※）北行政センター発注分を除く 

建設工事 

・北行政センター 

・引佐支所 

・三ヶ日支所 

・浜名福祉事業所（出先 G） 

・浜名健康づくりセンター（出先 G） 

・浜名土木整備事務所（三方原地区を

除く旧北区施工分） 

・北部上下水道課（三方原地区を除く

旧北区施工分） 

 

 上記の 1,000 万円未満の工事 

 

・浜名区役所（※） 

・浜名福祉事業所（※） 

・浜名健康づくりセンター（※） 

・浜名土木整備事務所（旧浜北区施工

分） 

・北部上下水道課（旧浜北区施工分） 

 

 上記の 1,000 万円未満の工事 

建設工事

関連業務

委託 

・北行政センター 

・引佐支所 

・三ヶ日支所 

・浜名福祉事業所（出先 G） 

・浜名健康づくりセンター（出先 G） 

・北部上下水道課（三方原地区を除く

旧北区施工分） 

 

 上記の 1,000 万円未満の業務 

 

・浜名区役所（※） 

・浜名福祉事業所（※） 

・浜名健康づくりセンター（※） 

・北部上下水道課（旧浜北区施工分） 

 

 上記の 1,000 万円未満の業務 

小額工事 

・北行政センター 

・引佐支所 

・三ヶ日支所 

・浜名福祉事業所（出先 G） 

・浜名健康づくりセンター（出先 G） 

・浜名土木整備事務所（三方原地区を

除く旧北区施工分） 

・北部上下水道課（三方原地区を除く

旧北区施工分） 

 

・浜名区役所（※） 

・浜名福祉事業所（※） 

・浜名健康づくりセンター（※） 

・天竜清掃事業所（浜北清掃センター

分） 

・北部住宅管理事務所 

・浜名土木整備事務所（旧浜北区施工

分） 

・北部上下水道課（旧浜北区施工分） 
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別表２ 

 
天竜区（区振興課発注） 

建設工事 

・天竜区役所 

・天竜福祉事業所 

・天竜健康づくりセンター 

・林業振興課（天竜森林事務所分） 

・天竜土木整備事務所 

・天竜上下水道課 

 

 上記の 1,000 万円未満の工事 

 

建設工事

関連業務

委託 

・天竜区役所 

・天竜福祉事業所 

・天竜健康づくりセンター 

・林業振興課（天竜森林事務所分） 

・天竜上下水道課 

 

 上記の 1,000 万円未満の業務 

 

小額工事 

・天竜区役所 

・天竜福祉事業所 

・天竜健康づくりセンター 

・天竜清掃事業所（浜北清掃センター

分を除く） 

・林業振興課（天竜森林事務所分） 

・天竜土木整備事務所 

・天竜上下水道課 

・地区図書館（天竜、春野、佐久間） 
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（４）物品購入等 

  ① 一般競争入札 

    現行どおり予定価格 1,000 万円以上については、原則として制限付一般競争

入札によるものとする。なお、参加資格については、競争性を確保する中で、

優先順位を「市内業者」、「準市内業者」、「市外業者」とする。 

② 指名競争入札等 

    指名競争入札及び随意契約（見積合せ）における指名定数は、下表のとおり

とする。なお、選定にあたっては市内（地域内）業者（※）を最優先するもの

とするが、定数に満たない場合には、市内（全域）、準市内、市外業者の順で

選定するものとする。 

   （※）市内（地域内）業者における地域とは、２（１）①「● 建設工事入札

参加区分等」欄外注記のとおり。 

③ 電子入札システムによる入札（見積合せ） 

    現行どおり 30 万円を超える随意契約については、オープンカウンター（公

募型）方式により見積参加者を募る方法で実施し、これらを電子入札システム

による入札（見積合せ）とする。 

 

● 指名定数等 （単位：万円） 

区分 
～30

以下 

30 超～ 

160 以下  

160 超～ 

250 以下 

250 超～ 

500 未満 

500 以上～ 

1,000 未満 
1,000 以上 

物品等 

随意契約 指名競争入札 制限付一般競争入札 

1 者 
ｵｰﾌﾟﾝｶｳﾝﾀｰ 

又は 3者～ 
5 者～ 6 者～ 7 者～ 

印刷請負 

随意契約 指名競争入札 制限付一般競争入札 

1 者 ｵｰﾌﾟﾝｶｳﾝﾀｰ又は 3者～ 5 者～ 6 者～ 7 者～ 
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（５）業務委託・賃貸借 

  ① 一般競争入札 

    現行どおり予定価格 1,000 万円以上については、原則として制限付一般競争

入札によるものとする。なお、参加資格については、競争性を確保する中で、

優先順位を「市内業者」、「準市内業者」、「市外業者」とする。 

② 指名競争入札等 

    指名競争入札及び随意契約（見積合せ）における指名定数は、下表のとおり

とする。なお、選定にあたっては市内（地域内）業者（※）を最優先するもの

とするが、定数に満たない場合には、市内（全域）、準市内、市外業者の順で

選定するものとする。 

   （※）市内（地域内）業者における地域とは、２（１）①「● 建設工事入札

参加区分等」欄外注記のとおり。 

 

● 指名定数等   （単位：万円） 

区分 
～30

以下 

～80

以下 

～100

以下 

100 超～ 

200 未満 

200 以上～ 

500 未満 

500 以上～ 

1,000 未満 
1,000 以上 

業務委託 

随意契約 指名競争入札 制限付一般競争入札 

2 者～ 3 者～ 4 者～ 5 者～ 6 者～ 7 者～ 

賃貸借 

随意契約 指名競争入札 制限付一般競争入札 

2 者～ 3 者～ 4 者～ 5 者～ 6 者～ 7 者～ 
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（６）中小企業への受注機会の確保について 

   浜松市を支える市内業者の多くは中小企業であることから、「令和 2 年度中小

企業者に関する国等の契約の基本方針」及び、浜松市中小企業振興基本条例第 15

条における「工事の発注、物品及び役務の調達等に当たっては、予算の適正な使

用に留意しつつ、中小企業者の受注の機会の増大に努めるものとする。」を念頭

に、指名競争入札等の指名においては、市内業者優先を徹底すること。 

 

（７）官公需適格組合の受注機会の増大について 

   「中小企業者に関する国等の契約の基本方針」に基づき、市内業者とともに、

官公需適格組合の受注機会の増大にも努めるものとする。 

   官公需適格組合は、所在地が市内の場合は市内（地域内）業者として、所在地

が市外の場合は市内業者と同等に、それぞれ優先するものとする。 

 

【入札参加資格登録を行っている官公需適格組合一覧】 

相手方番号 組合名 住所 
建設

工事 

建設工事

関連業務

委託 

物品

購入 

業務 

委託 

1000001931 浜北造園事業協同組合 浜名区宮口 4488 〇 － － 〇 

1000001955 浜松造園事業協同組合 中央区大山町 339 〇 － 〇 〇 

1000001956 浜松畳商工業協同組合 中央区安新町 219 〇 － 〇 － 

1000002635 
浜名湖地区畳商工業協

同組合 

浜名区三ヶ日町三ヶ

日 785-1 
〇 － － － 

1000003838 
静岡県広告美術業協同

組合 

静岡市駿河区八幡 

二丁目 3-4 
－ － 〇 〇 

1000003841 
静岡県消防設備保守点

検業協同組合 

静岡市駿河区南町 

5-3 
－ － － 〇 

1000004704 浜松上下水道協同組合 中央区茄子町 3-2 － － － 〇 

※ 協同組合と、当該協同組合に所属する組合員が、同一の入札に参加することは 

できません。 


